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おうちミュージアムとは、コロナの感染拡大により、これまで通り来館者を迎え
られない中、インターネット上での発信をはじめたミュージアムが一緒に手を組む
ための企画である。おうちミュージアムという共通の冠をもうけて、ロゴマークな
どのイメージを共有し、参加するミュージアムの情報を北海道博物館のウェブサイ
ト上でまとめている。

令和 2 （2020）年の 3 月に参加を呼びかけ、 4 月には100機関を超え、 6 月には
200機関と、口コミなどによってどんどん拡がっていき、令和 4 （2022）年 1 月現
在は240以上のミュージアムが参加している。今回有難くも棚橋賞を受賞した拙文

「大きなコミュニティとなったおうちミュージアム」（『博物館研究』55巻10号）では、
おうちミュージアムの企画者として、おうちミュージアムのきっかけや経緯、各
ミュージアムでの工夫や展開、今後の展望を書いた。

これまで、参加するミュージアムの担当者らから「おうちミュージアムに共感した」「ほかのミュージアムが頑
張っていること、同じ思いであることを知り、励まされた」という声を受けとることが多くあった。おうちミュー
ジアムをはじめた頃は、長期の臨時休校によって自宅で過ごす子どもやその保護者にミュージアムが寄り添うこと
ができないかという思いであった。しかし結果として、コロナ禍の逆境にいるミュージアムの方々を勇気づけるこ
とになったのならば、私にとっては、それが大変嬉しく大きなやりがいとなった。そして、全国のミュージアムの
方々との関わりを通して、多くのことを知り学ばせてもらっている。

もうひとつ、おうちミュージアムについてある方から言われてとても印象的だったことがある。「おうちミュー
ジアムは、博物館協会や文化庁や大規模な力のある博物館がひっぱったのではなくて、地方の小規模館や私設を含
むミュージアムの、ひとりひとりがやったことなんだ」という言葉である。今回の棚橋賞も、ひとつひとつの
ミュージアムの、ひとりひとりの取り組みの集積や、動きのパワーに対していただいた賞だと思う。

この受賞が、おうちミュージアムに関わる方々、応援してくださる方々を、ふたたび勇気づけることになれば嬉
しい。課題は、利用者との関わり、実物展示とのつながり、インターネット環境の不十分さ、各館の業務の多忙さ
など、さまざまあるが、これからも多くのミュージアムで助け合って進むことのできる場、コミュニティとして、
おうちミュージアムをつないでいきたい。

2020年の年末からは、担当者同士の交流のためのZoomでのミーティングをはじめている。参加者によりメーリ
ングリストも立ち上げられた。おうちミュージアムの参加機関には、地域の郷土博物館、私設のミュージアム、公
園のビジターセンター、企業ミュージアム、国立博物館、館を持たない教育委員会などさまざまな規模や設立背景
のミュージアムがある。分野もさまざまである。さらに、学芸員、行政職員、館長、より現場に近いスタッフな
ど、幅広い立場や職種の方々がおうちミュージアムの担当者として関わっている。ミュージアムの「外の人」の仲
間も徐々に増えてきた。多様な経験と熱意を持つ方々が、それぞれの視点でおうちミュージアムという場、コミュ
ニティを自由に「使い倒す」ようになることを理想に思う。

コロナ禍で立ち上がったおうちミュージアムやその他同様の動きが、感染症に関わらずその先につながるものであ
ることは、多くの人が共有している考えであろう。たとえば、私は参加者のひとりとして、これまでミュージアムを利
用する機会に恵まれなかった子どもにおうちミュージアムを使って楽しみや学びを広げてほしいという思いがある。
どんな環境やライフスタイルで育つ子どもでもアクセスできるミュージアムとは、どのような姿であるのだろうか。

最後に、おうちミュージアムに参加するミュージアムの皆さま、おうちミュージアムを応援してくださる皆さ
ま、おうちミュージアムを取り上げてくださった100以上の報道機関の皆さま、おうちミュージアムの広がりに協
力いただいた日本博物館協会をはじめとするミュージア
ム関係団体の皆さま、ロゴなどのデザインを手伝ってく
ださった株式会社デザインヒーローの和田 武大さん、
コミュニティづくりをお手伝いいただいている植田 優
哉さん、出村 沙代さん、ロードン パトリックさん、コ
ロナ禍で自ら動き出す姿勢を教えてくれた被災地神戸の
友人たち、立ち上げの際に柔軟に対応していただいた北
海道博物館の上司と先輩たちへ、この場を借りて感謝と
祝意を伝え、本稿を終えたいと思う。
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